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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月24日(2011.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トルペリゾンもしくはその医薬的に許容される塩またはトルペリゾンおよび非ステロイ
ド性抗炎症薬もしくはそれらの医薬的に許容される塩、ゲル形成高分子、溶媒、並びにも
し必要ならば、増粘剤、浸透促進剤およびｐＨ補助剤またはそれのいずれかの混合物を含
む医薬製剤。
【請求項２】
　２.５～２０ｗ／ｗ％のトルペリゾンまたはトルペリゾン塩酸塩を含む、請求項１の医
薬製剤。
【請求項３】
　２.５～２０ｗ／ｗ％の非ステロイド性抗炎症薬を含む、請求項１の医薬製剤。
【請求項４】
　ジクロフェナク、アセクロフェナク、ナプロキセン、イブプロフェン、インドメタシン
、ピロキシカム、フルルビプロフェン、ケトプロフェン、アセチルサリチル酸、スリンダ
ク、ニフルム酸、メタミゾール、ベンジダミン、パラセタモール、およびそれらの医薬的
に許容される塩から選択される非ステロイド性抗炎症薬を含む、請求項１または３の医薬
製剤。
【請求項５】
　ゲル形成剤が、コロイド二酸化ケイ素、セルロース誘導体、ポリオキシアルキレンおよ
びその誘導体、アクリレート重合体、またはそのいずれかの混合物から選択される、請求
項１の医薬製剤。
【請求項６】
　ゲル形成剤が、ヒドロキシプロピルメチルセルロースエーテルおよびポリ（アクリル酸
）誘導体またはそのいずれかの混合物から選択される、請求項１の医薬製剤。
【請求項７】
　溶媒が、ジメチル－スルホキシド、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、炭酸プ
ロピレン、ポリエチレングリコール、ピロリドンもしくはその誘導体、Ｎ－置換－アルキ
ル－アザシクロアルキル－２－オン誘導体、ジメチルホルムアミド、アセトアミド、プロ
ピレングリコール、またはそのいずれかの混合物から選択される、請求項１の医薬製剤。
【請求項８】
　溶媒が、ジメチル－スルホキシド、プロピレングリコール、ジエチレングリコールモノ
エチルエーテル、またはそのいずれかの混合物から選択される、請求項７の医薬製剤。
【請求項９】
　増粘剤が、一価および多価アルコール、８０から２０，０００ダルトンまでの範囲の分
子量を有するポリエチレングリコール、プロピレングリコール、またはそのいずれかの混
合物から選択される、請求項１の医薬製剤。
【請求項１０】
　増粘剤がプロピレングリコールである、請求項９の医薬製剤。
【請求項１１】
　脂肪酸、脂肪酸エステル、ポリオキシグリセリド、Ｎ－置換アルキル－アザシクロアル
キル－２－オン誘導体、メントール、テルペン、エッセンシャルオイル、リン脂質、スル
ホキシド、アミノ酸およびその誘導体、酵素、またはそのいずれかの混合物から選択され
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る浸透促進剤を含む、請求項１の医薬製剤。
【請求項１２】
　浸透促進剤が、ポリエチレングリコール脂肪酸エステルである、請求項１１の医薬製剤
。
【請求項１３】
　ｐＨ補助剤が、アルファヒドロキシ酸、ジカルボン酸、芳香族酸、ポリヒドロキシカル
ボン酸、またはそのいずれかの混合物から選択される、請求項１の医薬製剤。
【請求項１４】
　ｐＨ補助剤が、アスコルビン酸、クエン酸、および酒石酸からなる群より選択される、
請求項１３の医薬製剤。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれかの医薬製剤の製造方法であって、医薬的活性薬剤の１もしく
はそれ以上およびｐＨ補助剤を窒素雰囲気下で溶媒中に溶解させ、ゲル形成剤および他の
医薬的な賦形剤を活性成分が含まれる溶液中に分散させることを特徴とする製造方法。
【請求項１６】
　２つの分離したチャンバーからなる二室容器である、請求項１の医薬製剤を投与するた
めの容器。
【請求項１７】
　薬物療法における外用の、請求項１～１４のいずれかの医薬的ゲル製剤。
【請求項１８】
　筋骨格外傷（例えば、スポーツでの傷害、挫傷、および脱臼）、腰痛、背痛、関節リウ
マチ、骨関節炎、および強直性脊椎炎（spondylitis anchylopoetica）の経皮治療のため
の、トルペリゾンもしくはその医薬的に許容される塩または非ステロイド性抗炎症薬と組
み合わせたトルペリゾン。
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